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○第１編　第１章　第３節　２　風水害の可能
性

　平成29年に最近の異常気象により想定最
大規模の「福生市多摩川洪水・内水ハザー
ドマップ」が制定され、避難ルートを含め浸水
地域等が見直されている。
　降雨状況及び多摩川の氾濫は、数十～百
年に一度の豪雨に見舞われると想定するな
らば、想定最大規模の基準で明記すべきと
考える。
　この場合、北田園地区から南公園付近ま
での監視と災害ポテンシャルの低減が必要
と考える。

　降雨状況及び多摩川の氾濫については、
国が平成28年５月に公表した想定最大規模
（多摩川流域での２日間総雨量588mm）の
基準で明記すべきとのことですが、想定最
大規模は、理論上、起こり得る２日間総雨量
の「最大値」となっており、この基準に満たな
い場合においても、多摩川の氾濫は起こり
得ますので、氾濫の可能性については、現
行どおりの記載とします。
　ただし、想定最大規模の降雨があった際
に、広い地域で浸水する可能性がある旨の
文面を追記します。
　浸水想定区域の監視と災害ポテンシャル
の低減については、地域を限定的に記載は
しておりませんが、「第３編 第１部 第２章 第
１節 ２ 水害の防止」や「第３編 第２部 第４
章 第１節 １ 市の体制及び活動」等で記載
をしています。
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